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医薬品情報管理室では、副作用報告を積極的に行っていきたいと考えていま

す。ご面倒でも、有害事象があった場合は病棟担当薬剤師にご一報いただきま

すよう何卒よろしくお願い致します。  

 

       脂質異常症とその治療薬について 
 

【はじめに】 

脂質は身体を構成する細胞膜の主要な成分でもあり、エネルギー源でもあります。健康を維持す

る上で欠かせない成分ですが、血液中でのバランスが崩れると健康に悪影響を及ぼします。血液中

の脂質の濃度が基準値よりも高値または低値を示す状態のことを脂質異常症といいます。 

今回は、脂質異常症とその治療薬についてご紹介していきます。 

 

 

【脂質とは】 

脂質には、コレステロールとトリグリセライド（中性脂肪）があり、コレステロールは、LDL-

コレステロール（いわゆる悪玉コレステロール）と HDL-コレステロール（いわゆる善玉コレステ

ロール）の 2 種類に大きく分かれます。 

それぞれの脂質の働きと血液中の濃度が異常となった場合に起こることを表１にまとめました。 

 

表１．脂質の働きなど 

 

コレステロールが増えると血管が分厚くなります。分厚くなった血管は破れやすく、その部分を

修復しようと血小板が集まってくるため血栓ができやすくなります。さらに血管の壁が分厚くなっ

ていると血管が狭まり、血栓がつまりやすくなってしまいます。そのため、脂質が多すぎると血栓

塞栓症（脳梗塞、心筋梗塞など）が起こりやすくなります。 

 

 

TOPICS

参考文献１を参考に作成 
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【脂質異常症とは】 

日本の脂質異常症の患者は、厚生労働省における 2017 年の調査によると、約 220 万人と推定

され、そのうち男性は約 63 万人、女性は約 156 万人とされています。 

 脂質異常症の診断は、血液中の LDL-コレステロール、HDL-コレステロール、トリグリセライ

ドの値で診断されます。日本動脈硬化学会によって編纂されている『動脈硬化性疾患予防ガイドラ

イン 2022 年版』における脂質異常症の診断基準は表２のとおりとなります。 

 

表２．脂質異常症の診断基準 

 

脂質異常症の発症には、過食、運動不足、肥満、喫煙、アルコールの過剰摂取、ストレスなどが

関与していると言われています。 

また、生活習慣だけでなく、遺伝的な要因によっても脂質異常症になってしまうこともあります

（家族性高コレステロール血症）。家族性高コレステロール血症は、通常の高コレステロール血症

と比べて LDL-コレステロール値が著しく高く、動脈硬化が進行しやすいことが知られています。 

 

【治療】 

 まずは、食事や運動習慣といった生活習慣を見直すのが治療の第一歩です。生活習慣の改善をし

ても不十分な場合、必要に応じて薬物治療を行います。 

現在、薬物療法の主なターゲットになっているのは LDL-コレステロールとトリグリセライドで

あり、それぞれスタチン系薬とフィブラート系薬で治療を行うことが中心となっています。HDL-

コレステロールについてはトリグリセライドをターゲットとした薬物治療により改善することが

多いですが、HDL-コレステロールを特異的に上昇させる薬は、いずれも副作用などで開発が中止

され実用化されていません。 

高 LDL-コレステロール血症に対する第 1 選択薬はスタチン系薬（アトルバスタチン、ピタバス

タチン、ロスバスタチン等）であり、LDL-コレステロールの管理目標値を達成できない場合には

他の薬剤（エゼチミブ等）との併用療法を考慮します。また、スタチン系薬が効きにくい場合は、

他の薬剤への変更や併用を考慮します。 

 一方、高トリグリセライド血症（低 HDL コレステロール血症合併を含む）に対する治療薬は、

フィブラート系薬（ベザフィブラート等）、イコサペント酸エチルなどが挙げられます。 

当院で採用されている脂質異常症治療薬を表３，４に、脂質異常症治療薬の作用機序を図１にま

とめました。（2023 年 12 月現在） 

 

参考文献１を参考に作成 
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表３．当院で採用されている高 LDL-コレステロール血症治療薬 

表４．当院で採用されている高トリグリセライド血症治療薬 

参考文献２を参考に作成 
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図１．脂質異常症治療薬の作用機序（今日の治療薬 2022 の p.415 の図を参考に作成） 

 

【副作用について】 

スタチン系薬、小腸コレステロールトランスポーター阻害薬、フィブラート系薬などの脂質異常

症治療薬での重大な副作用として、横紋筋融解症が挙げられます。 

横紋筋融解症とは、骨格筋の細胞が融解、壊死することにより、 筋肉の痛みや脱力などを生じる

病態をいいます。その際、血液中に流出した大量の筋肉の成分（ミオグロビン）により、腎臓の尿

細管がダメージを受ける結果、急性腎不全を引き起こすことがあります。また、まれに呼吸筋が障

害され、呼吸困難になる場合があります。 

「手足・肩・腰・その他の筋肉が痛む」、「手足がしびれる」、「手足に力がはいらない」、「こわば

る」、「全身がだるい」、「尿の色が赤褐色になる」などの症状に気づいた場合は、いったん薬を中止

して、速やかに医師・薬剤師に相談してください。 

 

【おわりに】 

 今回は、脂質異常症とその治療薬についてご紹介させていただきました。脂質異常症は、自覚症

状がほとんどなく放っておきやすいですが、進行すると脳梗塞、心筋梗塞といった命にかかわる疾

患に繋がってしまいます。治療では、早期に生活習慣の改善を行うこと、そして必要な場合は薬物

治療を適切に行うことが大切です。 

 お薬についての不明点、ご相談がありましたら、お気軽に薬剤部までご連絡ください。 

 

＜文責 薬剤部＞ 
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【副作用報告件数】 1 月  0 件 

【輸血副作用報告件数】11 月  0 件、12 月  0 件、1 月  0 件 
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